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コンクリート耐用年数に対する市の考え方 資料３０

※出典：府中市学校施設
改築・長寿命化改修計画
P81

上記を基にスケジュールを策定

※出典：府中市学校施設
改築・長寿命化改修計
画 P63

現計画ではおおむね築６０年から６５年を目安に学校施設の老朽化対策を実施することとしている。
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①埋蔵文化財発掘調査にかかる期間も考慮した結果、全体的に期間が延び、
建て替えまでに築６５年を超える建物が多く存在することになる。

凡例等

決定

基本構想

基本計画・基本設計・実施設計

改築工事

外構工事

現計画

適正規模・適正配置検討協議会からの答申及び先行した改築校のスケジュールを踏まえたシミュレーション

※１：従来方式で発注した場合のシミュレーション
※２：埋蔵文化財有無の可能性も考慮した結果、外構工事期間にばらつきが発生
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②他市の事例では、長寿命化対策を行うことにより延命化を図るなどで対応。

・目黒区：長寿命化改修を行った施設を80年使用（築後55年で構造体耐久性調査・評
価を行い、長寿命化を行うか判断）

・清瀬市：長寿命化改修を行った施設を80年使用（築40～60年の間に長寿命化する目
的で大規模改修を行う。大規模改修の5年前に建物調査を行う）

・川崎市：目標耐用年数算定式から、耐用年数を80年に設定。
耐用年数を80年に延ばす場合は長寿命化改修が必須。
20年ごとのサイクルで修繕工事等を行う。

※鉄筋コンクリート造の建築物は、アルカリ性のコンクリートが大気中の二酸化炭素と反応して中性化するこ
とで鉄筋の防錆効果が下がり、鉄筋の腐食が始まると言われています。
建物寿命は築年数だけで判断するのではなく、コンクリートの中性化や強度を調査することで残りの耐用
年数が算定されます。耐用年数が残り少ない場合も外壁の改修等を行うことで延命が可能となります。

①、②より、方針見直し（案）として、

長寿命化対策を実施し、改築までの延命が可能か確認し進めることを検討する。


